平成２９年６月１２日
福岡県弁護士協同組合　組合員の皆様へ
取調べの録音・録画に係る電磁的記録媒体（ＤＶＤ等）謄写事業開始のご案内
福岡県弁護士協同組合理事長　田　邉　宜　克
　
　福岡県弁護士協同組合の諸事業に御協力いただき、感謝申し上げます。

さて、当組合は、組合員の皆様に対して刑事記録（紙媒体）の謄写事業を行ってまいりましたが、平成２９年７月１日より、取調べの録音・録画に係る電磁的記録媒体（以下「ＤＶＤ等」といいます。）の謄写事業を開始することとなりました。
これまでは、各弁護人が検察事務官に対してＤＶＤ等の謄写を依頼するという運用でしたが、同謄写依頼件数の増加に伴い、検察事務官の本来業務に支障をきたしている状況にあるとして、検察庁から弁護士会に対してＤＶＤ等についても紙媒体と同様に謄写作業を行ってほしい旨の協力要請がありました。
これを受けて、当組合は、検察庁及び弁護士会と協議し、当組合において当面福岡地検本庁に限りＤＶＤ等の謄写事業を行うことにいたしました。
ＤＶＤ等の謄写申請方法は、次のとおりです。
まず、裁判所の謄写室に、ＦＡＸにて、被告人名、罪名、謄写枚数を記載した申請依頼書を送付いただきます（なお、書式は作成中です。）。
次に、裁判所謄写室で受け付けた依頼書を取りまとめ、翌日検察庁の謄写室に依頼書を持ち込みます。
その上で、謄写が完了し次第、検察庁謄写室より弁護人宛にその旨ご連絡し、検察庁でＤＶＤ等の受け渡しを行います。
セルフ及びＤＶＤ等の記録一枚の中の特定部分の謄写依頼は受け付けることができません（謄写は１枚単位）。

料金は、他の協同組合の単価を参考に、ＤＶＤ－Ｒが一枚５００円（消費税込み）、ＢＤ－Ｒ（ブルーレイ）が一枚８００円（消費税込み）といたします。
なお、検察庁から、ＤＶＤ等の貸し出しは、事前に弁護人が「確認書」を提出することを条件とされています。当組合は、この確認書の提出がない場合には、ＤＶＤ等の謄写依頼に応じることができませんので、この点、ご了承ください。
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